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              が
立
ち
あ
げ
ら
れ
、
二
年
四
ヶ
月
の
 

学
習
と
討
議
を
重
ね
、
成
案
が
平
成
 

十
九
年
十
一
月
九
日
、
町
長
に
報
告
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
を
受
け
て
町
議
会
十
二
月
定
 

例
会
の
議
案
第
一
号
と
し
て
上
程
、
 

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
二
年
四
ヶ
月
の
永
き
に
わ
た
り
無
 

報
酬
で
努
力
さ
れ
た
「
西
会
津
町
ま
 

ち
づ
く
り
委
員
会
」
の
皆
さ
ん
に
衷
 

心
よ
り
敬
意
を
表
し
、
感
謝
申
し
あ
 

げ
ま
す
。
 

　
こ
の
西
会
津
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
 

条
例
は
、
ま
さ
に
西
会
津
町
の
憲
法
 

と
な
る
よ
う
な
条
例
で
あ
り
、
そ
れ
 

に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
だ
と
感
じ
て
い
 

ま
す
。
 

　
そ
こ
で
皆
さ
ん
に
考
え
て
い
た
だ
 

き
た
い
の
は
、
こ
の
条
例
の
成
立
が
 

ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
ま
さ
に
ス
タ
ー
 

ト
で
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
西
会
津
の
 

町
づ
く
り
の
第
一
歩
だ
と
い
う
こ
と
 

で
す
。
 

 　
そ
こ
で
哲
学
者
後
藤
静
香
の
詩
の

一
節
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
 

　
十
里
の
旅
の
第
一
歩
 

　
百
里
の
旅
の
第
一
歩
 

　
同
じ
一
歩
で
も
覚
悟
が
ち
が
う
 

 　
三
笠
山
に
の
ぼ
る
第
一
歩
　
 

　
富
士
山
に
の
ぼ
る
第
一
歩
 

　
同
じ
一
歩
で
も
覚
悟
が
ち
が
う
 

 　
ど
こ
ま
で
行
く
つ
も
り
か
 

　
ど
こ
ま
で
登
る
つ
も
り
か
 

　
 

　
目
標
が
 

　
そ
の
日
そ
の
日
を
支
配
す
る
 

 　
私
も
し
ば
し
ば
町
づ
く
り
の
重
圧
 

に
負
け
そ
う
に
な
り
ま
す
が
、
新
し
 

い
条
例
の
趣
旨
に
従
っ
て
今
年
も
頑
 

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
本
町
が
経
験
し
ま
し
た
合
併
問
題
 

に
関
す
る
経
験
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
 

次
頁
の
表
に
ま
と
め
て
み
ま
す
。
 

 　
次
に
「
西
会
津
高
校
定
数
割
れ
」
 

の
件
で
す
が
、
一
学
年
二
学
級
規
模
 

の
西
会
津
高
校
の
場
合
、
入
学
者
数
 

が
募
集
定
員
の
１
／
２
以
下
の
状
態
 

が
三
年
続
き
ま
す
と
、
そ
の
翌
年
か
 

ら
分
校
化
さ
れ
ま
す
。（
県
立
高
等
学

校
改
革
計
画
第
二
次
ま
と
め
）
 

　
分
校
に
な
り
ま
す
と
教
師
の
数
が
 

制
限
さ
れ
、
教
師
の
専
門
で
な
い
教
 

科
も
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
 

ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
生
徒
の
学
力
の
 

低
下
に
つ
な
が
る
―
と
私
は
思
い
ま
 

す
。
 

　
そ
の
よ
う
な
理
由
で
、
私
は
分
校
 

化
を
絶
対
に
阻
止
し
た
い
と
思
い
ま
 

す
。
 

　
そ
の
た
め
の
方
法
と
し
て
、
私
は
 

出
来
る
か
ぎ
り
の
こ
と
は
何
で
も
や
 

っ
て
み
よ
う
―
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

　
一
つ
に
は
、
西
会
津
高
校
を
希
望

す
る
他
の
市
町
村
の
方
々
の
足
の
確
 

保
を
し
よ
う
―
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

　
西
会
津
町
は
今
、
町
民
バ
ス
・
レ
 

ッ
ツ
ゴ
ー
シ
ャ
ト
ル
が
運
行
さ
れ
て
 

い
ま
す
。
管
理
運
営
は
会
津
乗
合
自

動
車
㈱
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
こ
 

れ
を
同
社
に
お
願
い
し
て
会
津
坂
下
 

方
面
に
延
長
し
て
も
ら
い
、
定
期
券

も
Ｊ
Ｒ
と
同
じ
割
引
率
に
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
よ
っ
て
西
会
津
町
内
の
高
校

生
に
も
恩
恵
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま

す
。
 

　
二
つ
目
に
は
、
現
在
も
奨
学
金
制
 

度
は
西
会
津
町
に
あ
り
ま
す
が
、
も
 

う
少
し
使
い
勝
手
の
良
い
も
の
に
改
 

正
を
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
 

す
。
 

　
そ
の
他
良
い
ア
イ
デ
ア
が
あ
っ
た

ら
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
―
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
 

　
次
に
「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
 

上
対
策
事
業
」
に
つ
い
て
で
す
が
、
 

本
町
で
は
副
町
長
、
経
済
振
興
課
長
 

の
ア
イ
デ
ア
で
、
農
家
だ
け
で
は
な
 

く
、地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
　協
 

働
　
で
取
り
組
め
る
事
業
に
致
し
ま
 

し
た
。
 

　
農
家
、
非
農
家
の
別
な
く
取
り
組
 

め
、
地
域
全
体
の
活
性
化
に
寄
与
す
 

る
事
業
で
す
し
、
平
成
二
十
三
年
度
 

ま
で
続
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
 

い
致
し
ま
す
。
 

 　
最
後
に
「
サ
ル
被
害
対
策
」
に
つ
 

い
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
 

　
本
町
と
し
て
は
サ
ル
被
害
で
す
が
、
 

全
国
的
に
は
サ
ル
、
シ
カ
、
イ
ノ
シ
 

シ
、
ク
マ
な
ど
農
作
物
を
主
と
し
て
 

の
被
害
が
増
大
し
、
地
方
農
山
漁
村
 

の
疲
弊
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
―
と
 

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
状
態
を
憂
慮
し
、
議
 

員
立
法
に
よ
り
「
鳥
獣
に
よ
る
農
林
 

水
産
業
等
に
係
る
被
害
の
防
止
の
た
 

め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
案
」
 

が
提
出
さ
れ
、
十
二
月
十
四
日
に
可
 

決
成
立
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
本
法
の
趣
旨
は
①
農
林
水
産
大
臣
 

が
被
害
防
止
施
策
を
実
施
す
る
た
め
 

の
基
本
指
針
を
定
め
る
②
最
も
現
場
 

に
精
通
し
て
い
る
市
町
村
が
主
体
的
 

に
被
害
防
止
施
策
に
取
り
組
む
こ
と
 

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
単
独
で
 

ま
た
は
共
同
で
被
害
防
止
計
画
を
作
 

成
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

せ
い
こ
う
 

              　
新
年
あ
け
ま
し
て
オ
メ
デ
ト
ウ
ご
 

ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
新
生
西
会
津
の
 

憲
法
と
な
る
よ
う
な
「
西
会
津
町
ま
 

ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
の
制
定
を
は

じ
め
多
く
の
課
題
が
あ
り
、
町
民
の

方
々
に
も
大
変
ご
苦
労
を
お
か
け
致

し
ま
し
た
。
 

　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
町
政
全
般
 

に
つ
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
 

い
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
衷
心
よ
り
 

感
謝
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

　
こ
と
し
は
子
（
ね
）
年
、
こ
と
し
 

こ
そ
は
皆
さ
ん
に
と
っ
て
最
高
の
年
 

と
な
る
よ
う
に
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
 

す
。
 

　
さ
て
昨
年
を
振
り
返
り
、
二
、
三
 

ご
報
告
を
申
し
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
 

す
。
 

　
ま
ず
初
め
に
「
西
会
津
町
ま
ち
づ
 

く
り
基
本
条
例
」に
つ
い
て
で
す
が
、
 

「
西
会
津
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
 

″
 

″
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そ
の
際
、
市
町
村
が
、
都
道
府
県
知
 

事
に
対
し
、
必
要
な
援
助
を
求
め
る
 

こ
と
が
で
き
る
。（
都
道
府
県
知
事
が
 

有
す
る
有
害
鳥
獣
捕
獲
許
可
権
限
の
 

委
譲
。
地
方
交
付
税
制
度
の
拡
充
そ
 

の
他
財
政
上
の
措
置
）③
市
町
村
が
、
 

捕
獲
、
防
護
さ
く
の
設
置
等
の
被
害
 

防
止
策
を
組
織
的
か
つ
効
果
的
に
実
 

施
す
る
た
め
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
 

隊
を
設
置
で
き
る
。
そ
の
隊
員
に
つ
 

い
て
は
、
非
常
勤
の
公
務
員
と
す
る

と
と
も
に
、
狩
猟
税
の
軽
減
そ
の
他
 

の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
④
 

人
と
鳥
獣
の
共
存
に
配
慮
す
る
観
点
 

か
ら
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
 

鳥
獣
の
良
好
な
生
息
環
境
の
整
備
及
 

び
保
全
を
図
る
た
め
、間
伐
の
推
進
、
 

広
葉
樹
林
の
育
成
そ
の
他
の
必
要
な
 

措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
被
害
防
 

止
策
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
生
 

物
の
多
様
性
の
確
保
に
留
意
す
る
と
 

と
も
に
、
数
が
著
し
く
減
少
し
て
い
 

る
鳥
獣
等
に
つ
い
て
、
そ
の
保
護
が
 

図
ら
れ
る
よ
う
十
分
に
配
慮
す
る
こ
 

と
│
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 　
以
上
で
報
告
を
終
わ
り
ま
す
が
、
 

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
 

一
年
が
最
高
に
良
い
年
で
あ
り
ま
す
 

よ
う
に
再
度
お
祈
り
致
し
ま
し
て
ゴ
 

ア
イ
サ
ツ
と
致
し
ま
す
。
 

   平
成
七
年
四
月
一
日
 

　
市
町
村
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
 

　
律
を
改
正
（
期
限
を
平
成
十
七
年
 

　
三
月
三
十
一
日
ま
で
延
長
）
 

平
成
七
年
七
月
三
日
 

　
地
方
分
権
推
進
委
員
会
が
発
足
 

平
成
十
年
五
月
二
十
九
日
 

　
地
方
分
権
推
進
計
画
が
閣
議
決
定
 

　
（
自
主
的
合
併
の
推
進
）
 

平
成
十
二
年
四
月
一
日
 

　
地
方
分
権
一
括
法
施
行
 

平
成
十
二
年
十
一
月
二
十
七
日
 

　
地
方
分
権
推
進
委
員
会
が
「
市
町
 

　
村
合
併
に
つ
い
て
」
の
意
見
を
提
 

　
出
（
合
併
の
推
進
方
策
）
 

平
成
十
二
年
十
二
月
一
日
 

　
「
市
町
村
の
合
併
後
の
目
標
数
を
 

　
千
と
す
る
」
与
党
方
針
を
踏
ま
え
 

　
行
政
改
革
大
綱
を
閣
議
決
定
 

平
成
十
四
年
五
月
二
十
一
日
 

　
西
会
津
町
合
併
等
調
査
研
究
委
員
 

　
会
を
設
置（
助
役
以
下
課
長
等
）
 

平
成
十
四
年
五
月
二
十
四
日
 

　
県
振
興
局
の
助
言
に
よ
り
、
耶
麻
 

　
町
村
会
（
喜
多
方
地
方
広
域
市
町
 

　
村
圏
組
合
）
で
の
合
併
を
検
討
す
 

　
る
、
第
一
回
耶
麻
地
方
合
併
等
調
 

　
査
研
究
会
開
催
（
合
併
後
に
伴
う
 

　
諸
問
題
に
つ
い
て
）
 

平
成
十
四
年
七
月
四
日
か
ら
平
成
十
 

六
年
四
月
二
十
八
日
 

　
西
会
津
町
合
併
等
調
査
研
究
委
員
 

  　
会
を
計
八
回
開
催
、
あ
わ
せ
て
町
 

　
職
員
に
よ
る
主
査
会
を
計
五
回
開
 

　
催
 

平
成
十
四
年
七
月
二
十
六
日
 

　
第
二
回
耶
麻
地
方
合
併
等
調
査
研
 

　
究
会
開
催
（
広
域
行
政
の
検
討
結
 

　
果
に
つ
い
て
）
 

平
成
十
五
年
六
月
五
日
 

　
「
会
津
は
一
つ
」の
考
え
の
も
と
、
 

　
第
一
回
会
津
市
構
想
懇
談
会
開
催
 

　
〜
西
会
津
町
長
が
提
案
 

平
成
十
五
年
七
月
十
一
日
 

　
第
二
回
会
津
市
構
想
懇
談
会
開
催
 

平
成
十
五
年
八
月
五
日
 

　
新
た
に
磐
梯
町
と
猪
苗
代
町
を
含
 

　
め
た
合
併
を
検
討
す
る
、
第
三
回
 

　
耶
麻
地
方
合
併
等
調
査
研
究
会
開
 

　
催
（
合
併
特
例
法
期
限
内
の
合
併
 

　
に
つ
い
て
）
 

平
成
十
五
年
八
月
十
二
日
 

　
第
三
回
会
津
市
構
想
懇
談
会
開
催
 

平
成
十
五
年
九
月
二
日
 

　
耶
麻
地
方
合
併
等
調
査
研
究
会
構
 

　
成
町
村
に
喜
多
方
市
が
加
わ
り
、
 

　
市
町
村
合
併
に
関
す
る
懇
談
会
開
 

　
催
（
喜
多
方
・
耶
麻
地
方
合
併
研
 

　
究
会
立
ち
あ
げ
を
決
定
）
 

平
成
十
五
年
九
月
二
十
二
日
か
ら
平
 

成
十
五
年
十
二
月
十
七
日
 

　
町
議
会
特
別
委
員
会
を
設
置
、
計
 

　
七
回
開
催
し
議
会
に
お
い
て
も
検
 

　
討
 

  平
成
十
五
年
十
月
一
日
 

　
第
四
回
会
津
市
構
想
懇
談
会
開
催
 

　
（
各
町
村
会
の
代
表
者
の
み
）
 

平
成
十
五
年
十
月
七
日
 

　
喜
多
方
市
及
び
耶
麻
地
方
六
町
村
 

　
で
の
喜
多
方
地
方
広
域
行
政
推
進
 

　
研
究
会
開
催
（
十
一
月
十
三
日
に
 

　
任
意
合
併
協
議
会
立
ち
あ
げ
を
決
 

　
定
、本
研
究
会
は
う
ち
切
ら
れ
る
）
 

平
成
十
五
年
十
月
二
十
七
日
 

　
町
議
会
全
員
協
議
会
で
任
意
合
併
 

　
協
議
会
に
参
加
し
な
い
こ
と
を
議
 

　
会
と
町
で
確
認
 

平
成
十
五
年
十
月
二
十
九
日
 

　
自
治
区
長
会
に
お
い
て
任
意
合
併
 

　
協
議
会
へ
の
不
参
加
を
説
明
 

平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
 

平
成
十
六
年
三
月
七
日
 

　
市
町
村
合
併
に
関
す
る
住
民
説
明
 

　
会
を
町
内
三
十
二
カ
所
で
開
催
し
、
 

　
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
 

　
を
あ
り
の
ま
ま
説
明
 

平
成
十
六
年
七
月
一
日
 

　
市
町
村
合
併
に
関
す
る
町
民
ア
ン
 

　
ケ
ー
ト
実
施
（
合
併
に
反
対
〜
五
 

　
十
・
六
％
、賛
成
三
十
八
・
六
％
）
 

平
成
十
六
年
九
月
十
日
 

　
西
会
津
町
自
立
宣
言
（
町
議
会
冒
 

　
頭
で
、
全
会
一
致
で
議
決
）
 

平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
一
日
、
平
 

成
十
七
年
二
月
四
日
　
 

　
新
生
西
会
津
町
を
つ
く
る
た
め
の
 

　
町
の
憲
法
と
な
る
よ
う
な
自
治
基
 

  　
本
条
例
の
制
定
の
た
め
の
指
導
者
 

　
と
し
て
北
川
正
恭
早
稲
田
大
学
大
 

　
学
院
教
授
に
要
請
 

平
成
十
七
年
三
月
九
日
 

　
北
川
正
恭
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
 

　
授
が
要
請
を
承
諾
 

平
成
十
七
年
四
月
二
十
四
日
 

　
北
川
正
恭
教
授
に
よ
る
講
演
会
開
 

　
催
（
会
場
〜
西
会
津
中
学
校
）
 

平
成
十
七
年
六
月
二
十
九
日
 

　
西
会
津
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
発
 

　
足
 

平
成
十
七
年
六
月
二
十
九
日
か
ら
 

　
第
一
回
西
会
津
町
ま
ち
づ
く
り
委
 

　
員
会
開
催
（
二
年
四
ヶ
月
間
に
計
 

　
三
十
一
回
開
催
し
、
西
会
津
町
ま
 

　
ち
づ
く
り
基
本
条
例
骨
子
案
を
作
 

　
成
）
 

平
成
十
九
年
九
月
十
八
日
か
ら
平
成
 

十
九
年
九
月
二
十
七
日
 

　
西
会
津
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
 

　
骨
子
案
町
民
説
明
会
開
催
（
計
十
 

　
回
開
催
）
 

平
成
十
九
年
十
一
月
九
日
 

　
第
三
十
一
回
西
会
津
町
ま
ち
づ
く
 

　
り
委
員
会
で
、「
西
会
津
町
ま
ち
づ
 

　
く
り
基
本
条
例
案
」
が
町
長
に
報
 

　
告
 

平
成
十
九
年
十
二
月
十
一
日
 

　
西
会
津
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
 

　
が
町
議
会
で
議
決
（
平
成
二
十
年
 

　
四
月
一
日
施
行
）
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新年の 
　抱負 

海
沼
　
賢
勇
さ
ん
 

　
　
　
（
昭
和
　
年
）
 

　
　
〈
樟
　
山
〉
 

猪
俣
 
サ
イ
さ
ん
（
大
正
　
年
）
 

　
　
 
ミ
ヨ
シ
さ
ん
（
昭
和
　
年
）
 

　
　
〈
道
　
目
〉
 

鈴
木
 
律
子
さ
ん
（
昭
和
　
年
）
 

　
　
 
成
実
さ
ん
（
平
成
８
年
）
 

　
　
 
一
成
く
ん
（
平
成
８
年
）
 

　
　
〈
２
町
内
〉
 

新
田
 
忠
志
さ
ん
（
大
正
　
年
）
 

　
　
 
孝
子
さ
ん
（
昭
和
　
年
）
 

　
　
 
優
人
く
ん
（
平
成
８
年
）
 

　
 
〈
程
　
窪
〉
 

雅
楽
川
　
隼
人
さ
ん
 

　
　
　
　
（
昭
和
　
年
）
 

　
　
　
〈
宝
　
川
〉
 

11

35

47

1323

13
23

新年の 
　抱負 
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12

12

12

22

11

31

32

11

,

22

45
30

30

,

,

19

         　
　
月
７
日
か
ら
　
日
ま
で
の
６
日
間
を
会
期

に
開
か
れ
た
　
月
議
会
定
例
会
は
、
提
案
さ
れ

た
　
の
議
案
す
べ
て
を
原
案
の
と
お
り
可
決
・

承
認
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。
 

　
本
号
で
は
、
町
長
か
ら
の
町
政
主
要
事
項
報
 

告
並
び
に
可
決
・
承
認
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
 

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

適
で
低
廉
な
住
宅
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
も
 

う
１
棟
の
　
戸
は
「
町
定
住
促
進
住
宅
」
と
し
 

て
、
町
内
へ
の
雇
用
と
定
住
の
促
進
等
の
た
め
 

の
住
宅
と
し
て
設
置
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

    ■
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
制
定
 

■
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
町
長
の
資
産
等
 

　
の
公
開
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
 

■
西
会
津
町
民
バ
ス
運
行
条
例
の
一
部
改
正
 

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
 

■
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
 

■
町
地
域
資
源
活
用
総
合
交
流
物
産
館
条
例
の
 

　
一
部
改
正
 

■
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更
 

■
平
成
　
年
度
補
正
予
算
（
一
般
会
計
・
下
水
 

　
道
施
設
事
業
特
別
会
計
・
農
業
集
落
排
水
処
 

　
理
事
業
特
別
会
計
・
個
別
排
水
処
理
事
業
特
 

　
別
会
計
・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
・
介
護
 

　
保
険
特
別
会
計
・
簡
易
水
道
等
事
業
特
別
会
 

　
計
・
水
道
事
業
会
計
）
 

■
町
地
域
資
源
活
用
総
合
交
流
物
産
館
の
管
理
 

　
に
か
か
る
指
定
管
理
者
の
指
定
 

■
地
方
道
路
交
付
金
事
業
町
道
野
沢
柴
崎
線
 

　
（
戸
中
工
区
）
改
良
工
事
請
負
契
約
の
変
更
 

　
契
約
 

■
喜
多
方
地
方
土
地
開
発
公
社
定
款
の
変
更
 

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
の
同
意
（
佐
藤
晃
 

　
さ
ん
〜
上
野
尻
）
 

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
の
 

　
同
意
（
斎
藤
宏
一
さ
ん
〜
３
町
内
・
伊
勢
亀
 

　
文
雄
さ
ん
〜
下
小
島
・
佐
藤
勝
司
さ
ん
〜
白
 

　
坂
）
 

　
町
と
し
て
は
、
委
員
会
よ
り
報
告
さ
れ
た
こ
 

の
条
例
案
は
、
正
に
町
民
・
議
会
・
行
政
の
三
 

者
が
一
体
と
な
っ
て
協
働
の
作
業
に
よ
っ
て
作
 

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
真
の
地
方
自
治
確
立
 

に
向
け
た
「
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
」
で
あ
る
 

こ
と
か
ら
、
そ
の
内
容
を
最
大
限
尊
重
し
、
報
 

告
の
あ
っ
た
条
例
案
を
修
正
す
る
こ
と
な
く
、
 

議
案
と
し
て
提
案
し
、
本
定
例
会
に
お
い
て
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
 

    　
雇
用
促
進
住
宅
西
会
津
宿
舎
の
取
得
 

　
雇
用
促
進
住
宅
は
、
勤
労
者
に
安
価
で
優
良
 

な
住
宅
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
独
立
行
 

政
法
人
雇
用
能
力
開
発
機
構
が
設
置
・
管
理
を
 

行
っ
て
き
た
住
宅
で
す
。
本
町
の
西
会
津
宿
舎
 

は
、
事
業
費
約
９
億
４
　
０
０
０
万
円
を
投
じ
 

て
平
成
５
年
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
国
 

が
雇
用
促
進
住
宅
事
業
の
廃
止
を
決
定
し
た
こ
 

と
か
ら
、
本
年
八
月
、
雇
用
能
力
開
発
機
構
よ
 

り
西
会
津
宿
舎
を
譲
渡
し
た
い
と
の
申
し
入
れ
 

が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
本
町
と
し
て
は
、
西
会
津
宿
舎
は
企
業
誘
致
 

等
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
施
設
で
あ
 

る
こ
と
や
現
在
　
戸
の
入
居
戸
数
が
あ
り
、
廃
 

止
と
な
っ
た
場
合
、
そ
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
 

な
ど
を
考
慮
し
、
町
が
宿
舎
を
取
得
す
る
方
向
 

で
調
整
し
て
き
ま
し
た
。
 

　
そ
の
結
果
、
取
得
金
額
は
８
　９
７
６
万
８
 

５
５
０
円
で
、
こ
の
内
　
％
は
地
域
住
宅
交
付
 

金
の
補
助
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
な
お
、
本
住
宅
の
１
棟
　
戸
は
町
営
住
宅
 

「
西
林
東
住
宅
」
と
し
て
、
住
宅
困
窮
者
に
快
 

         　
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
基
づ
く
 

　
　
　
　
　
　
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
 

　
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、「
ま
 

ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
を
策
定
す
る
た
め
、
町
 

民
・
議
会
・
行
政
の
三
者
で
組
織
し
た
「
ま
ち
 

づ
く
り
委
員
会
」
に
よ
り
、
そ
の
作
業
を
進
め
 

て
き
ま
し
た
。
　
月
９
日
、
第
　
回
委
員
会
に

お
い
て
、
委
員
会
よ
り
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
案
」
と
し
て
、
町
に
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
 

　
委
員
会
か
ら
報
告
さ
れ
た
条
例
案
は
、
町
民
 

の
皆
さ
ん
を
「
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
」
と
位
置

づ
け
、
地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
町
民
・

議
会
・
行
政
の
三
者
が
一
体
と
な
っ
た
「
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
最
大
の
基
本
理
念
と

し
、
条
例
の
位
置
付
け
も
「
町
の
憲
法
」
と
な

る
よ
う
に
、
町
の
条
例
で
は
最
上
位
に
位
置
す

る
も
の
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
条
例
の
構
成
は
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
 

の
基
本
理
念
を
掲
げ
た
前
文
を
始
め
、
　
章
 

条
か
ら
成
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
た

め
の
基
本
原
則
や
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
で
あ
る

町
民
・
議
会
・
行
政
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
責

務
、
町
民
参
加
や
情
報
公
開
な
ど
基
本
理
念
や

基
本
原
則
を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
な

ど
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

可
決
・
承
認
さ
れ
た
議
案
 

町
政
主
要
事
項
報
告
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五十嵐 優菜ちゃん 
（９町内２・国幸） 

原　亜依莉ちゃん 
（安座・正美） 

渡部　愛美ちゃん 
（黒沢・照幸） 

　１１月２８日、３歳児４名を対象に健康診査を行なった 
結果、むし歯のない子は３名でした。 

※いずれかひとつが適量です。 

日本酒１合 焼酎（３５度）８０ｍｌ ビール５００ｍｌ 

ワイン２００ｍｌ ウィスキー６０ｍｌ チューハイ３５０ｍｌ 

いしゅく 

  　
ア
ル
コ
ー
ル
を
分
解
す
る
能
力
は
、
人
に
よ
 

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
が
、
日
本
酒
１
合
を
 

肝
臓
で
処
理
す
る
た
め
に
は
約
３
時
間
必
要
で
 

す
。
こ
れ
以
上
の
量
に
な
る
と
、
肝
臓
を
傷
め
 

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

                        　
①
食
べ
な
が
ら
飲
む（
豆
腐
や
チ
ー
ズ
、魚
、
 

　
　
煮
物
、
サ
ラ
ダ
な
ど
が
お
す
す
め
で
す
）
 

　
②
ゆ
っ
く
り
自
分
の
ペ
ー
ス
で
飲
む
 

　
③
週
に
２
日
は
休
肝
日
を
設
け
る
 

　
ア
ル
コ
ー
ル
は
適
量
で
あ
れ
ば『
百
薬
の
長
』
 

と
も
言
わ
れ
ま
す
が
、
飲
み
す
ぎ
る
と
人
に
迷
 

惑
を
か
け
た
り
、
健
康
に
害
を
も
た
ら
し
た
り
 

し
ま
す
。
新
年
を
迎
え
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
む
 

機
会
が
増
え
ま
す
が
、
適
量
を
守
っ
て
ゆ
っ
く
 

り
楽
し
く
飲
む
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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　歳末助け合い実行委員会（斎藤宏一実行委員長）の 
主催による、第１０回歳末助け合いチャリティーショ 
ーが、１２月１６日に町公民館で開催されました。 
　ショーでは、町内外から参加した方々による民謡や 
舞が披露され、会場からは大きな拍手が送られていま 
した。 
　また、この日の収益の一部は町社会福祉協議会に寄 
付されました。 

　１２月２日、町青少年健全育成町民会議の主催に 
よる「第１６回少年の主張大会」が町公民館で行わ 
れ、およそ１３０名の方が発表を聞きに訪れました。 
　発表では、町内の各小・中・高校生の代表１３名 
が自らの体験談などをとおし、自分たちの夢や抱負、 
そして日頃思っていることや感じていることなどを 
堂々と発表しました。 
　発表者それぞれの目線で見たまっすぐな意見には、 
会場を訪れた大人の人たちが、あらためて気付かさ 
れる部分も多くあり、発表者には発表が終わるたび 
に、会場からは大きな拍手が送られていました。 

まちの 

話題 
まちの 

話題 

　
　
月
　
日
〜
　
日
の
4
日
間
に
わ
た
り
、
 

町
食
生
活
改
善
推
進
員
　
名
が
沖
縄
県
宮
 

古
島
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。
 

　
宮
古
島
市
下
地
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
 

行
わ
れ
た
同
市
食
生
活
改
善
推
進
員
と
の
 

交
流
会
で
は
、
「
こ
づ
ゆ
」
や
「
ラ
フ
テ
 

ィ
ー
（
豚
の
角
煮
）
」
「
パ
パ
イ
ヤ
と
小
 

豆
の
煮
物
」
な
ど
、
相
互
の
郷
土
料
理
や
 

健
康
的
な
創
作
料
理
な
ど
を
囲
み
情
報
交
 

換
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
参
加
者
は
、
「
食
」
を
通
じ
て
交
流
を
 

深
め
る
と
と
も
に
、
健
康
づ
く
り
に
つ
い
 

て
意
見
を
交
わ
し
て
き
ま
し
た
。
 

11

20

23

11

　
平
成
　
年
度
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
 

養
成
研
修
（
２
級
課
程
）
の
閉
講
 

式
が
　
月
　
日
に
町
公
民
館
で
行
 

わ
れ
、
今
回
修
了
し
た
　
名
を
代
 

表
し
、
伊
藤
あ
け
み
さ
ん
（
５
町
 

内
）
に
山
口
町
長
か
ら
修
了
証
明
 

書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
　
 

　
式
で
は
、
山
口
町
長
か
ら
「
今
 

回
資
格
を
得
た
こ
と
で
、
介
護
へ
 

の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
欲
し
い
」
 

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
今
後
、
修
了
さ
れ
た
方
々
の
活
 

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

19
11

30

12
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生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

          　
教
育
基
本
法
の
第
３
条
に
は
、「
国
民
一
人
一
 

人
が
、
自
己
の
人
格
を
磨
き
、
豊
か
な
人
生
を
 

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
そ
の
生
涯
に
わ
た
 

っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
 

お
い
て
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
成
果
を
 

適
切
に
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
が
 

図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
り
ま
す
。
 

　
公
民
館
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
学
習
す
る
 

機
会
を
設
け
、
よ
り
人
生
を
豊
か
に
す
る
た
め
 

生
涯
学
習
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
 

絵
本
の
楽
し
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
 

                           　
　
こ
こ
で
ご
紹
介
し
た
方
々
の
他
に
も
放
 

　
課
後
子
ど
も
教
室
や
少
年
教
室
な
ど
で
、
 

　
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な
っ
 

　
て
い
ま
す
。
 

　
　
皆
さ
ん
の
得
意
と
す
る
分
野
や
特
技
を
 

　
社
会
教
育
で
ぜ
ひ
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。
 

歴
史
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
 

       　
ま
た
、
今
年
は
、
皆
さ
ん
が
生
涯
学
習
で
得
 

た
知
識
や
技
術
な
ど
の
成
果
を
生
か
せ
る
場
を

設
け
、
社
会
に
還
元
で
き
る
よ
う
に
し
、
よ
り

多
く
の
方
々
に
先
生
と
な
っ
て
活
躍
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
昨
年
、
公
民
館
で
開
催
し
た
講
座
等
で
、
講

師
と
な
っ
て
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
方
か
ら
、

今
年
の
抱
負
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
 

  町
の
自
然
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
 

     　
「
ハ
ア
ー
お
い
で
な
さ
れ
よ
来
な
さ
れ
よ
 

大
山
祇
の
神
様
は
　
サ
ー
ッ
サ
野
沢
へ
　
降
る
 

日
降
ら
ぬ
日
　
お
参
り
の
　
人
を
絶
や
さ
ぬ
 

心
や
り
」
 

いつも　お話しの会　で大活躍の 

　　　　　　　斎藤　恵子さん（１町内） 
″ ″ 

尾野本小学校総合の時間でお世話になりました 

角田十三男さん 

（１０町内） 

根本　一さん 

（６町内） 
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アリソン・スティール 

英語指導助手 

英
語
・
他
国
文
化
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
 

【
町
民
ス
キ
ー
教
室
】
 

　
◆
日
時
〜
２
月
２
日
（
土
）
 

　
◆
会
場
〜
三
ノ
倉
ス
キ
ー
場
 

　
◆
対
象
者
〜
町
在
住
の
小
学
生
以
上
の
方
 

　
◆
参
加
料
〜
無
料
、
リ
フ
ト
代
、
昼
食
代
等
 

　
　
　
　
　
　
は
自
己
負
担
 

　
◆
定
員
〜
　
名
 

　
◆
申
込
み
〜
１
月
　
日（
金
）ま
で
公
民
館
、
 

　
　
　
　
　
　
新
郷
・
奥
川
分
館
に
備
え
付
け
 

　
　
　
　
　
　
て
あ
る
申
込
書
を
提
出
く
だ
さ
 

　
　
　
　
　
　
い
。
 

【
新
春
将
棋
大
会
】
 

　
◆
日
時
〜
１
月
　
日
（
土
）
午
前
９
時
 

　
◆
会
場
〜
町
公
民
館
 

　
◆
対
戦
方
法
〜
ク
ラ
ス
別
リ
ー
グ
戦
（
Ａ
、
 

　
　
　
　
　
　
　
Ｂ
、
子
ど
も
）
 

　
◆
参
加
料
〜
２
　０
０
０
円（
子
ど
も
は
１
 

　
　
　
　
　
　
０
０
０
円
・
昼
食
代
等
）
 

　
◆
申
込
み
〜
当
日
、
会
場
に
て
受
付
 

【
新
春
囲
碁
大
会
】
 

　
◆
日
時
〜
１
月
　
日
（
日
）
午
前
９
時
 

　
◆
会
場
〜
町
公
民
館
 

　
◆
対
戦
方
法
〜
ク
ラ
ス
別
リ
ー
グ
戦
（
Ａ
、
 

　
　
　
　
　
　
　
Ｂ
、
Ｃ
）
 

　
◆
参
加
料
〜
１
　５
０
０
円（
昼
食
代
等
）
 

　
◆
申
込
み
〜
当
日
、
会
場
に
て
受
付
 

【
放
送
大
学
受
講
生
募
集
中
】
 

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
　
年
度
第
１
学
期
の
 

入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
受
 

講
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
公
民
館
に
お
問
い
 

合
わ
せ
、
ま
た
は
放
送
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

　h
ttp://w

w
w
.u-air.ac.jp

   　
　
月
２
日
（
日
）
、
町
公
民
館
奥
川
分
館
の
 

主
催
で
、
奥
川
地
区
生
涯
学
習
発
表
会
（
芸
能
 

の
部
）
を
奥
川
小
学
校
体
育
館
で
開
催
し
ま
し
 

た
。
 

　
発
表
会
に
は
、
　
団
体
等
が
参
加
し
全
　
演

目
を
披
露
し
ま
し
た
。
カ
ラ
オ
ケ
の
飛
び
入
り

や
観
客
か
ら
の
威
勢
の
よ
い
か
け
声
、
子
ど
も

た
ち
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
出
演
な
ど
、
観
客
と
出
演

者
、
そ
し
て
ス
タ
ッ
フ
が
一
体
と
な
っ
た
温
か

み
の
あ
る
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。
 

   　
　
月
９
日
（
日
）
、
町
体
育
協
会
と
公
民
館
 

の
主
催
、
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の
主
管
で
、
 

第
６
回
西
会
津
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
 

バ
ル
を
、
さ
ゆ
り
公
園
体
育
館
と
西
会
津
中
学
 

校
体
育
館
を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。
 

　
今
大
会
に
は
、
中
学
生
か
ら
一
般
ま
で
の
 

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
の
熱
 

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
普
段
は
な
か
 

な
か
で
き
な
い
世
代
間
の
交
流
に
も
バ
レ
ー
ボ
 

ー
ル
が
一
役
買
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
 

                 【
大
会
結
果
】
 

　
優
　
勝
　
日
本
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
２
０
０
７
 

　
準
優
勝
　
つ
ば
き
 

　
第
３
位
　
チ
ェ
リ
ー
パ
イ
・
Ｋ
Ｙ
太
郎
 

英語の指導に大活躍！ 

中学生男子のスパイクを一般女子ブロックなるか… 

12

22

12

10

14

▼こころ温まる名場面 

▲いつもお若い 

　スポーツ民踊愛好会の皆さん 

20

20 19
25

30
,

,

,
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みんなの広場 みんなの広場 
渡
部
　
友
子
 

　
　
〔
3
町
内
〕
 
さ ん 

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
西
会
津
中
学
校
図
書
館
会
員
の
方
に
、
お
気
に
 

入
り
の
図
書
館
蔵
書
を
一
冊
紹
介
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
 

　
今
月
は
、
紫
藤
眞
理
子
さ
ん
（
下
野
尻
）
に
お
勧
め
の
一
冊
を
紹
介
 

い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
「『「
心
の
基
地
」
は
お
か
あ
さ
ん
（
平
井
信
義
・
新
紀
元
社
）』こ
の
 

本
は
、
思
春
期
を
迎
え
た
子
ど
も
を
持
つ
お
母
さ
ん
や
こ
れ
か
ら
子
育
 

て
が
始
ま
る
新
米
マ
マ
た
ち
に
ぜ
ひ
読
ん
で
も
ら
い
た
い
一
冊
で
す
。」
 

　
「
子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
思
春
期
を
迎
え
る
と
直
面
す
る
問
題
行
動
 

に
対
し
て
、
大
妻
女
子
大
名
誉
教
授
で
医
学
博
士
の
平
井
先
生
が
、
原
 

因
と
そ
の
対
処
の
仕
方
を
独
自
の
考
え
で
解
説
し
て
い
ま
す
。
母
親
と
 

し
て
の
接
し
方
や
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
の
大
切
さ
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。」と
 

本
の
内
容
を
話
す
紫
藤
さ
ん
。
 

　
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
尋
ね
て
み
る
と
、
 

　
「『
子
ど
も
に
厳
し
い
し
つ
け
は
い
ら
な
い
！
心
に
自
由
を
与
え
、そ
 

の
中
か
ら
意
欲
と
思
い
や
り
を
育
て
れ
ば
、
す
て
き
な
人
間
に
成
長
す
 

る
。
親
の
後
ろ
姿
を
見
て
子
ど
も
は
育
つ
、
親
の
人
格
の
未
熟
さ
に
気
 

付
き
大
人
も
日
々
努
力
し
な
が
ら
成
長
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。』と
い
 

う
と
こ
ろ
で
す
。
」
と
教
え
て
い
 

た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
最
後
に
「
こ
の
本
は
、
気
に
な
 

る
性
質
の
子
ど
も
た
ち
・
子
ど
も
 

の
問
題
行
動
・
思
い
や
り
を
育
て
 

る
、
な
ど
の
項
目
に
分
け
ら
れ
て
 

い
て
、
文
章
も
短
く
て
読
み
や
す
 

い
本
で
す
。
何
気
な
い
親
の
行
動
 

で
、
子
ど
も
が
変
わ
っ
て
行
く
ヒ
 

ン
ト
本
で
す
！
」
 

と
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　薄　君子さん（10月号から） 
◆　メッセージ　◆ 
　お会いする時はいつも笑顔で感動しま 
す。友子さんは私の憧れの母親像です。 

あなたの趣味は？ 
　おいしいものを食べること 
（そのために遠出でしたりし 
ます）　 
 
あなたの特技は？ 
　車の運転（１１月に東京タ 
ワーに行って来ました）　 
 
熱中していることは？ 
　健康食品や占い（結構はま 
りやすい） 
 
あなたのモットーは？ 
　どんな苦労も自分のためと 
信じて立ち向かう？ 

自分を一言で表現するとしたら？ 
　神出鬼没な不思議かあさん？ 
 
これからやってみたいことは？ 
　家族で思い出をいっぱい作 
りたいです 
 
最近感動したことは？ 
　小学４年の長男が夏に足を 
骨折して、周りの人に助けて 
いただいたことに感動しまし 
た 
 
次の方を紹介してください。 
　Ｔ・Ｉさん（５町内） 

あ
な
た
の
宝
物
は
？
 

『
本
』
　
 

　
「
大
学
４
年
の
長
女
が
、
２
年
前
 

　
　
に
出
版
社
に
出
し
て
も
ら
っ
た
 

　
　
本
で
す
。
家
族
の
こ
と
や
節
約
 

　
　
生
活
の
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
 

　
　
す
。
」
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最低賃金 
（１時間） 
６２９円 
７３７円 
 

６９６円 
 

７３０円 
７２４円 
７２３円 

　最低賃金（産業）名
 

 
県最低賃金（下記産業を除く） 
非鉄金属製造業 
電気機械器具製造業 
情報通信機械器具製造業 
電子部品・デバイス製造業 
輸送用機械器具製造業 
精密機械器具製造業 
自動車小売業 

  　
町
で
は
、
２
月
９
日
よ
り
申
告
納
 

税
相
談
を
行
う
予
定
で
す
。
今
年
分
 

よ
り
農
業
所
得
の
計
算
方
法
が
大
き
 

く
変
わ
り
ま
し
た
。
 

　
円
滑
な
納
税
相
談
を
進
め
る
た
め
 

に
、
収
入
金
額
・
経
費
等
の
領
収
書
 

を
整
理
し
、
申
告
当
日
に
持
参
し
て
 

く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
詳
し
い
内
容
・
日
程
・
会
 

場
な
ど
に
つ
い
て
は
、
後
日
チ
ラ
シ
 

等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
総
務
税
政
課
税
政
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
２
１
２
 

  　
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
高
齢
者
受
給
 

者
証
に
は
、
　
〜
　
歳
の
方
が
医
療

機
関
で
治
療
を
受
け
た
と
き
に
支
払

う
窓
口
負
担
は
、
平
成
　
年
４
月
１

日
か
ら
２
割
と
表
示
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
窓
口
負
担
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
変
更
さ
れ
る
予
定
で
す
。
 

■
変
更
点
（
予
定
）
 

　
　
平
成
　
年
４
月
か
ら
平
成
　
年
 

　
３
月
ま
で
の
１
年
間
、
窓
口
負
担
 

　
が
１
割
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。
 

　
◆
注
意
 

　
　
既
に
３
割
負
担
い
た
だ
い
て
い
 

　
る
方
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
 

　
対
象
と
な
る
一
定
の
障
害
認
定
を
 

　
受
け
た
方
は
除
き
ま
す
。
 

　
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
健
康
福
祉
課
国
保
医
療
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
２
１
４
 

               　
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
福
島
労
働
局
賃
金
室
 

　
　
０
２
４
―
５
３
６
―
４
６
０
４
 

  　
多
重
債
務
や
相
続
、
離
婚
問
題
な
 

ど
法
的
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
方
や
 

裁
判
を
起
こ
し
た
い
が
弁
護
士
等
を
 

頼
む
お
金
が
な
い
方
は
、
法
テ
ラ
ス
 

に
相
談
く
だ
さ
い
。
 

○
法
テ
ラ
ス
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
 

◆
一
般
問
い
合
わ
せ
 

　
　
０
５
７
０
―
０
７
８
３
７
４
 

◆
犯
罪
被
害
者
問
い
合
わ
せ
 

　
　
０
５
７
０
―
０
７
９
７
１
４
 

○
福
島
地
方
事
務
所
 

　
福
島
市
北
五
老
内
町
７
―
５
 

　
　
　
　
　
イ
ズ
ム
　
ビ
ル
４
階
 

　
０
５
０
―
３
３
８
３
―
５
５
４
０
 

37

45

45

70

74

20

20

21

　今年の雪国まつりは、２月１０日（日）にさゆり公 
園を会場に開催します。 
　昨年は、残念ながら雪不足のため開催できませんで 
したが、今年は昨年の分まで盛大に、そして西会津な 
らではの楽しいイベント盛りだくさんで開催しますの 
で、皆さんぜひご来場ください。 
■主なイベント 
　◎桐ゲタ飛ばし全国大会 
　◎春木山レース 
　◎国際雪合戦　 
　◎雪上トライアスロン 
　◎雪上花火大会　　など 
　詳しくは、チラシやケーブルテレビをご覧のうえ、 
下記まで申込みください。 
【申込み・問い合わせ先】 
　町ふるさと振興推進委員会 
　　事務局（経済振興課）　　４５－２２１３ 
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石　川　彦　治（79）貞　子　　夫　　１町内 

芳　賀　トミ子（84）　明　　　母　　３町内 

田　代　　　基（83）恒　美　　父　　５町内 

清　野　サ　ツ（76）晴　夫　　母　　芝　草 

小　田　　　進（90）忠　雄　　父　　西　林 

佐　藤　幸　平（83）宗　悦　　父　　出ヶ原 

目　黒　仁　師（78）哲　三　　父　　牛　尾 

石　川　義　廣（74）修　一　　父　　白　坂 

江　川　静　子（73）衛　司　　母　　屋　敷 

伊　藤　タケノ（96）岩　雄　　母　　　塩 

長谷川　ト　メ（90）忠　夫　　母　　出　戸 

人　口　　８，３４１人　　　－１３人 
　男　　　４，００７人　　　－　３人 
　女　　　４，３３４人　　　－１０人 
世　帯　　２，９２８世帯　　－ １世帯 

〈前月比〉 

〈敬称略〉 

佐　藤　日　向ちゃん　昌之・ひとみ　１町内 

橋谷田　　　優ちゃん　淳・幸美　　　２町内 

佐　藤　大　雅く　ん　玄・ヒロ子　　森　野 

佐　藤　日向葵ちゃん　淳・千恵　　　向　原 

ひ　な　た 

ひ　な　た 

ゆう 

た　い　が 

◆日時　１月 7日（月） 

　　　　　　25日（金） 

　　　　午前９時～ 

◆場所　老人憩の家 

◆電話　４５－４２５９ 

1月の納税等 
○水道料金・下水道料金 
○インターネット使用料 
○ケーブルテレビ使用料 

○町県民税第４期 
○国民健康保険税第５期 
○介護保険料第８期 

1月10日（木） 納期限 

1月31日（木） 納期限 

有 隣 病 院  
斉 藤 医 院  
遠山胃腸科内科医院 
さとう小児科医院 
仙波耳鼻咽喉科医院 
佐 原 病 院  
高橋小児クリニック 
ク リ ニ ッ ク高谷  
浜 崎 小 児 科医院  
遠 藤 皮 膚 科医院  
菅 原 医 院  
県 立 喜 多 方病院  
武 田 医 院  
手 塚 医 院  
いいづかファミリークリニック 
こばり耳鼻咽喉科クリニック 
小 野 病 院  
手 代 木 医 院  
佐藤内科小児科医院 
佐 藤 病 院  
鏡 渕 外 科 胃腸科  
有 隣 病 院  
鳴 瀬 病 院  
福西内科小児科医院 
わたなべクリニック 
七日町クリニック 
星 医 院  

0241（24）5021 
0241（22）0212 
0242（24）8911 
0242（24）0830 
0242（26）4133 
0241（22）5321 
0241（25）7066 
0242（27）3680 
0242（27）0951 
0242（27）0833 
0242（83）2311 
0241（22）2181 
0241（27）4031 
0242（27）5618 
0242（32）3330 
0242（29）0800 
0241（22）0414 
0241（22）0034 
0242（27）3786 
0242（26）3515 
0242（27）3225 
0241（24）5021 
0241（24）3333 
0242（26）3666 
0242（24）0506 
0242（32）2411 
0242（83）2136

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 

１月５日（第１週）受付時間11時まで 
１月19日（第３週）　　　　〃 
　　西会津診療所　　４５－４２２８ 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

会津坂下町 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 
西会津町 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 
会津美里町 
会津若松市 

中 島 歯 科 医 院  
松 山 歯 科  
宮 城 歯 科 医 院  
山 口 歯 科  
補 生 堂 歯 科医院  
目 黒 歯 科  
物 江 歯 科 医 院  
森 川 歯 科  
渡 部 歯 科 医 院  
や た べ 歯 科  

0242（83）9292 
0242（22）0722 
0241（22）7454 
0242（28）6482 
0241（45）4188 
0242（23）1182 
0241（23）1661 
0242（32）5648 
0242（54）2254 
0242（27）5791

13 
（日） 

13 
（日） 

14 
（月） 

14 
（月） 

20 
（日） 

20 
（日） 

27 
（日） 

27 
（日） 

2／3 
（日） 

2／3 
（日） 

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

▼
私
は
毎
年
、初
夢
に
富
士
山
で
鷹
と
蛇
が
 

茄
子
の
取
り
合
い
を
し
て
い
る
夢
を
見
た
 

い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
…
▼
残
念
な
 

が
ら
毎
年
熟
睡
で
、初
夢
を
見
て
い
ま
せ
ん
 

▼
も
し
か
し
た
ら
、見
て
い
る
の
か
も
し
れ
 

ま
せ
ん
が
、朝
起
き
る
と
夢
の
こ
と
は
何
一
 

つ
覚
え
て
い
ま
せ
ん
▼
皆
さ
ん
は
、良
い
初
 

夢
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
で
し
ょ
う
か
▼
 

良
い
夢
で
あ
っ
た
人
は
、夢
が
正
夢
に
な
る
 

と
い
い
で
す
ね
▼
悪
い
夢
で
あ
っ
た
人
は
、
 

夢
の
こ
と
は
忘
れ
て
、早
く
気
持
ち
を
切
り
 

か
え
ま
し
ょ
う
▼
今
年
１
年
が
皆
さ
ん
に
 

と
っ
て
、良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
…
。
 

編

集

後

記

 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 


